
　

私
は
毎
年
目
標
を
決
め
て
１
年
を

ス
タ
ー
ト
す
る
習
い
で
す
。
今
年
は

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」。

　

昨
年
の
暮
れ
に
還
暦
を
迎
え
ま
し

た
。
新
た
な
気
持
ち
で
二
周
り
目
に

入
り
た
い
。
市
長
と
し
て
８
年
が
経

過
し
、
原
点
を
思
い
返
し
た
い
。
さ

ら
に
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
い
よ

い
よ
地
方
分
権
が
進
み
ま
す
。
こ
の

際
、
若
い
こ
ろ
学
ん
だ
自
治
の
基
本

を 
捉 
え
直
し
た
い
と
も
思
う
の
で
す
。

と
ら

　

あ
る
教
育
関
係
者
か
ら
、
こ
の
言

葉
は
能
楽
を
完
成
さ
せ
た
世
阿
弥
が

最
初
に
書
い
て
い
る
、
と
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
調
べ
て
み
た
ら
彼
の
著
書

「
花
鏡
」の
中
に
あ
り
ま
し
た
。「
花

鏡
」
は
、
世
阿
弥
の
中
年
か
ら
老
年

に
至
る
ま
で
の
芸
に
対
す
る
思
い
を

書
き
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

彼
は
言
い
ま
す
。
当
流
に
万
能
一

徳
の
一
句
あ
り
。
初
心
不
可
忘
。

　

こ
の
句
、
三
カ
条
の
口
伝
あ
り
。

　

是
非
、
初
心
不
可
忘
。

　

時
々
、
初
心
不
可
忘
。

　

老
後
、
初
心
不
可
忘
。

　

こ
の
三
つ
、
よ
く
よ
く
口
伝
す
べ

し
、
と
。

　

ま
ず
、
始
め
た
こ
ろ
の
未
熟
さ
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

上
達
し
た
ら
、
そ
の
時
期
ご
と
の

初
心
芸
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

老
後
を
迎
え
似
つ
か
わ
し
い
風
体

を
習
う
の
も
、
ま
た
初
心
で
あ
る
。

老
後
を
す
ら
初
心
と
心
得
よ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
初
心
を
一
生
涯
貫

い
て
行
け
ば
、
最
後
ま
で
芸
は
退
歩

し
な
い
。
こ
れ
が
観
世
流
の
奥
義
で

あ
り
秘
伝
で
あ
る
、
と
。

　

私
も
あ
ら
た
め
て
世
阿
弥
の
使
っ

た
言
葉
の
深
い
意
味
を 
噛 
み
し
め
、

か

初
心
を
忘
れ
ず
市
政
運
営
に
当
た
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず

○
こ
の
計
画
は

　

市
は
、
障
害
者
の
現
状
等
を
把
握

し
、
国
及
び
東
京
都
の
関
連
計
画
と
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
、
市
の
障
害
者
の

施
策
に
関
す
る
事
項
を
策
定
し
ま
す
。

○
計
画
の
期
間

　

平
成　

〜　

年
度
の
５
年
間
と
し
ま

１７

２１

す
。
計
画
期
間
に
お
い
て
定
期
的
に
進

行
管
理
と
検
証
を
行
い
、
関
連
す
る
諸

制
度
や
法
令
の
改
正
、
社
会
情
勢
の
変

化
等
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
ま
す
。

○
計
画
の
基
本
理
念
（
案
）

　

支
援
と
協
働
を
軸
に
し
た
、
と
も
に

生
き
る
ま
ち　

日
野

　
「
共
助
」
と
「
自
助
」
を
主
体
に
、
こ

れ
に
「
公
助
」
を
加
え
た
三
位
一
体
の

施
策
展
開
に
よ
り
「
障
害
の
有
無
を
問

わ
な
い
、
と
も
に
生
き
る
ま
ち
・
日
野
」

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
計

画
の
目
標
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
に

考
え
て
７
つ
の
基
本
目
標
（
上
図
参

照
）
を
設
定
し
ま
し
た
。

○
素
案
の
内
容
を
見
る
に
は

　

市
役
所
２
階
障
害
福
祉
課
、
七
生
支

所
、
豊
田
駅
連
絡
所
、
市
政
図
書
室
及

び
市
内
各
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

○
市
民
説
明
会
を
行
い
ま
す

▽
日
時
＝
３
月
５
日
�
午
前　

時
か
ら

１０

▽
会
場
＝
市
役
所
５
階　

会
議
室

５０５

○
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

こ
の
素
案
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
提

案
は
、
３
月　

日
�
（
必
着
）
ま
で
に

１５

「
障
害
者
保
健
福
祉
ひ
の
５
か
年
プ
ラ

ン
提
案
」
と
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
説
明
会

で
も
ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

▽
郵
送
＝
〒　

―
８
６
８
６
日
野
市
役

１９１

所
障
害
福
祉
課「
ひ
の
５
か
年
プ
ラ
ン
」

係▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝　

・
０
２
９
４

５８３

▽
Ｅ
メ
ー
ル
＝syogaif＠

city.hin
o.tokyo.jp

▽
問
合
せ
先
＝
障
害
福
祉
課

「「「「「「「「「「「「障障障障障障障障障障障障害害害害害害害害害害害害者者者者者者者者者者者者保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉ひひひひひひひひひひひひのののののののののののの555555555555かかかかかかかかかかかか年年年年年年年年年年年年ププププププププププププラララララララララララランンンンンンンンンンンン」」」」」」」」」」」」「障害者保健福祉ひの5か年プラン」
（（（（（（（（（（（（
素素素素素素素素素素素素
案案案案案案案案案案案案
））））））））））））

（
素
案
）

ご意見をお聴かせくださいご意見をお聴かせください
　市では、公募市民、障害者、支援機関、福祉関係者など市民参画により策定委員会・ワーキングチームを組織し、障害者福祉
に関する素案の策定を行ってきました。このほど素案ができましたので、皆さんのご意見をお聴かせください。

�

�

�

�

�

�

子どもの成長を支援する
子どもの「共育」の場を拡充する

子どもの学びを支援する
交流を通して理解を深め合う
一緒に活動できる場をつくる

生活支援と就労支援を一体的に行う
経済的に自立し、社会に貢献する

社会資源のネットワーク化を推進する

医療機関の支援体制を整える
災害時の安全･安心を確保する
一時保護制度を充実させる
親なき後を支援する

行動しやすいまちにする
生命、身体、財産の権利を守る
生活に必要なサービスを整える

家族がリフレッシュできる
家族も自己実現を図れる

学校卒業後学 齢 期
（小・中・高校期）

乳幼児期
（就学前） 高　齢　期壮　年　期青　年　期

育つ 個別支援プログラムに基づく一貫した支援体制のもとで、
乳幼児期から学齢期、青年期の健やかな成長を見守ります

働く 地域の活性化にもつながる仕事の場をつくり、仕事を通し
て社会貢献と収入確保がともに図れるしくみをつくります

学ぶ 乳幼児期から学齢期、卒業後の全生涯にわたり、学びの場をつくります

つながる 行政、自治会、企業、社会福祉法人、ＮＰＯなどの社会資源
を横につなぐ連携のしくみをつくり、力を合わせて支えます

地域で豊かな生活が送れるようにします暮らす

生きる 障害者の生命と権利を守ります

障害者を介助する家族の健康と暮らしを支えます家族を支援する

基
本
目
標

施策の方向

◎障害者福祉の質を転換させるための知恵を出し合います（障害のある市民が社会参加の主体となれるよう、「保護」から「支援」へと施策の転換を図ります）
◎障害のある市民を生涯にわたって支援するしくみをつくります（障害のある市民を生涯にわたって継続的に支援できるよう、安全・安心のシステムをつくります）
◎障害のある市民と一般市民、企業、ＮＰＯなどが協働し、共生社会をめざします（障害のある市民と一般市民、企業、ＮＰＯなどが力を合わせ、共生社会をつくります）

�

支援と協働を軸にした、ともに生きるまち日野

紙 面 か ら

…………………………4年金制度が変わります

…………………………6・7
ふれあいのまち、推進します！
いきいき施設のオープニング情報！

…………………………8雑木林ボランティア養成基礎講座

…………………………12引っ越しの粗大ごみは計画的に

…………………………2
（仮称）日野市スポーツ振興計画
素案へのご意見を募集


